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旅行業界のプレゼンス示した4日間
●TABIHAKU NIGHT 2013
　世界を魅了したユニークベニュー・増上寺での「おもてなし」

●国際観光フォーラム
　東京オリンピック開催決定の追い風受けて！
　アジア市場の成長巡り、世界のトップが熱い議論

●話題満載の旅博2013
　・ 鶴保国土交通副大臣、久保観光庁長官も旅博を見学
　・ ツアーグランプリ2013　国土交通大臣賞に阪急交通社
　・ 過去最高の13万1000人が来場　　・ チームヨーロッパがブース増に貢献

特集・JATA旅博2013
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旅行業界のプレゼンス示した4日間
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「
J
A
T
A
旅
博
2
0
1
3
」
の
前
夜

祭
〝
T
A
B
I
H
A
K
U 

N
I
G
H
T 

2
0
1
3
〞
が
9
月
12
日
、
東
京
・
芝
の
増
上

寺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
に
先
立
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
と

世
界
平
和
を
願
う
祈
祷
式
も
増
上
寺
の
本
堂
で

行
わ
れ
、
本
尊
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
を
前
に
関
係

者
や
参
加
者
ら
が
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
観
光
庁
と
の
共
催
で
実
施
さ
れ
た
前
夜
祭
に

は
、
各
国
の
観
光
大
臣
や
駐
日
大
使
、
出
展
者

ら
約
1
0
0
0
人
が
参
加
し
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
東
京
タ
ワ
ー
を
背
景
に
、
超
近
代
的
な

首
都
・
東
京
の
煌
め
き
と
増
上
寺
の
醸
し
出
す

江
戸
情
緒
が
交
錯
す
る
中
、
日
本
の
伝
統
や
文

化
を
体
感
さ
せ
る
和
太
鼓
や
阿
波
踊
り
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
と
し

て
の
増
上
寺
の
魅
力
と
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
日
本
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
前
夜
祭
に

は
鶴
保
庸
介
国
土
交
通
副
大
臣
も
駆
け
つ
け
、

「
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

向
け
て
、
訪
日
旅
行
者
を
増
や
し
観
光
立
国
を

実
現
す
る
た
め
、
今
日
が
ま
さ
に
ス
タ
ー
ト
と

な
る
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

前夜祭の会場となった増上寺。ライトアップされた東京タワーを背景に、荘厳な本堂前の特設ス
テージでは「デスティネーション日本」をアピールするパフォーマンスも繰り広げられました

前夜祭に駆けつけた鶴保庸介国土交通副大臣（左）と談笑する菊間
JATA会長〈右）。東京での五輪開催が決定し、2020年に向けて
「JATA旅博2013」の意義も深まりました

前夜祭では、JATAの田川副会長やインドネシア観光クリエイティブエ
コノミー省のニア・ニスカーヤ国際観光プロモーション部長らが、「JATA
旅博2013」の成功と世界平和を祈願して、増上寺の鐘を撞きました

艶やかな着物姿で軽快にステップを踏む阿波踊りのパフォーマンスで、
ステージと会場は一体となり、前夜祭もクライマックスを迎えました

前夜祭で自らが作った「JATA旅博」の公
式テーマソング “Place To Go” を披露す
る躍進中のシンガー・GILLE（ジル）さん

日本の食文化を代表するお寿司とお酒で
おもてなし

増上寺本堂に安置された阿弥陀仏を前に、「JATA旅博」の関係者や前
夜祭の出席者らがイベントの成功と世界平和を祈願しました
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9
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
J
A
T
A
旅
博

2
0
1
3
」
は
、
1
5
4
カ
国
・
地
域
か
ら

7
3
0
の
企
業
・
団
体
が
1
3
5
3
の
ブ
ー
ス

を
出
展
す
る
と
同
時
に
、
業
界
日
と
一
般
日
を

合
わ
せ
て
13
万
1
0
5
8
人
が
来
場
し
て
記
録

を
更
新
し
、
過
去
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
9
月
13
日
に
行
わ
れ
た
開
会
式
に
は
、
各
国

大
使
や
大
使
館
関
係
者
ら
を
含
む
約
7
5
0

人
が
参
加
し
、
華
や
か
な
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で

「
J
A
T
A
旅
博
2
0
1
3
」
の
開
幕
を
飾
り

　
開
会
式
に
続
い
て
、
J
A
T
A
と
国
連
世
界

観
光
機
関
（
U
N
W
T
O
）
に
よ
る
「
包
括
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」
の
調
印
式
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
菊
間
J
A
T
A
会
長
は
、
U
N
W
T
O
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
つ
い
て
、
「
ベ

ル
リ
ン
の
I
T
B
と
ロ
ン
ド
ン
の
W
T
M
に

次
ぐ
も
の
で
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
区
に

お
け
る
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る
」
と
語

り
、
「
J
A
T
A
旅
博
が
旅
行
の
総
合
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
国
際
的
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
は
、

ま
し
た
。

　
J
A
T
A
の
菊
間
潤
吾
会
長
は
開
会
式
の
挨

拶
で
、
「
史
上
最
高
の
日
本
人
出
国
者
数
を
記

録
し
た
昨
年
に
続
き
、
市
場
規
模
の
大
き
い
一

部
の
近
隣
諸
国
を
除
け
ば
、
今
年
も
欧
米
や

A
S
E
A
N
へ
の
旅
行
者
数
は
順
調
に
推
移
し

て
い
る
」
と
語
っ
て
、
好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

J
A
T
A
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
観
光
立
国
を

目
指
す
日
本
に
と
っ
て
も
非
常
に
意
義
深
い
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
U
N
W
T
O
の
タ
リ
ブ
・
リ
フ
ァ
イ

事
務
局
長
も
、
「
観
光
分
野
に
お
い
て
重
要

な
影
響
力
を
持
つ
J
A
T
A
と
の
提
携
は
、

U
N
W
T
O
に
と
っ
て
も
意
義
深
い
前
進
と
な

る
」
と
述
べ
、
「
U
N
W
T
O
が
目
指
す
地
域

観
光
の
発
展
に
向
け
、
日
本
は
理
想
的
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
」
と
い
う
認
識
を
示
し
ま

し
た
。

と
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
ツ
ー
ウ
ェ
イ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
促
進
に
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
登
壇
し
た
鶴
保
庸
介
国

土
交
通
副
大
臣
も
、
「
日
本
人
の
海
外
旅
行
と

合
わ
せ
て
双
方
向
で
交
流
が
進
む
よ
う
、
政
府

と
し
て
も
後
押
し
し
た
い
」
と
ツ
ー
ウ
ェ
イ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

過去最高の13万1058人が来場した「JATA旅博」会場には、連日多くの業界関係者や一般来場者が訪れ、
華やかな賑わいが続きました

開会式で挨拶した菊間 JATA会長は、ツーウェイ
ツーリズムの促進に意欲を示しました

鶴保庸介国土交通副大臣は、双方向交流の推進に
向け、政府として後押しする決意を語りました

JATA と UNWTOの調印式に立ち会った久保成
人観光庁長官は、「日本だけでなく世界の観光の
振興に資するもの」と期待を示しました

包括的パートナーシップ協定の調印後、固い握手を交わすリファイUNWTO事務局
長（右）と菊間 JATA会長
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開
会
式
に
続
い
て
「
ア
ジ
ア
旅
行
市
場

分
析
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
国
際
観

光
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
1
で
は
、

U
N
W
T
O
の
タ
レ
ブ
・
リ
フ
ァ
イ
事
務

局
長
と
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

（
W
T
T
C
）
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ス
コ
ー
シ
ル

C
E
O
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
の
に
続
き
、

「
急
成
長
す
る
ア
ジ
ア
旅
行
市
場
と
日
本
の
旅

行
産
業
」
を
め
ぐ
り
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め

た
初
代
観
光
庁
長
官
の
本
保
芳
明
・
首
都
大
学

東
京
都
市
環
境
学
部
教
授
と
主
催
者
代
表
の
田

川
博
己
J
A
T
A
副
会
長
も
加
わ
っ
て
、
4
氏

が
充
実
し
た
熱
い
討
論
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
市
場
の
成
功
要
因
は「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

東
京
五
輪
も
見
据
え
て
北
東
ア
ジ
ア
で
連
携
を

　

リ
フ
ァ
イ
事
務
局
長
が
ア
ジ
ア
市
場
の
成

功
要
因
と
し
て
「
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を

指
摘
す
る
一
方
、
ス
コ
ー
シ
ル
C
E
O
も
、

2
0
2
0
年
の
東
京
五
輪
開
催
も
踏
ま
え
、

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
持
続
的
成
長
に
は
行
政
と
民

間
の
協
力
が
不
可
欠
だ
」
と
強
調
し
て
い
ま

す
。

　
ス
コ
ー
シ
ル
C
E
O
は
、
五
輪
開
催
も
視
野

に
入
れ
つ
つ
、
「
日
本
を
訪
れ
る
旅
行
者
は
中

国
や
韓
国
な
ど
の
周
辺
諸
国
も
訪
問
す
る
」
と

指
摘
し
、
北
東
ア
ジ
ア
の
市
場
が
連
携
し
て

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
「
訪

日
外
国
人
3
0
0
0
万
人
は
確
実
に
達
成
で
き

る
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
リ
フ
ァ
イ
事
務
局

長
も
、
「
日

本
の
『
お
も

て
な
し
』
は

国
際
的
に
評

価
さ
れ
て
お

り
、
大
き
な

機
会
を
逃
さ

な
い
こ
と
が

重
要
だ
」
と

訴
え
て
い
ま

す
。

最
優
秀
賞
に
フ
ジ
テ
レ
ビ「
め
ざ
ま
し
土
曜
日
」

J
A
T
A
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
2
0
1
3
の
受
賞
者
を
表
彰

　
「
J
A
T
A
旅
博
2
0
1
3
」
の
開
会
式
で

は
、
J
A
T
A
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
2
0
1
3
の

表
彰
式
も
行
わ
れ
、
今
回
か
ら
新
設
さ
れ
た
最

優
秀
賞
に
は
「
め
ざ
ま
し
土
曜
日
『
T
O
P 

O
F 

T
H
E 

W
O
R
L
D
』
」
（
フ
ジ
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
）
が
輝
き
ま
し
た
。

　

部
門
別
で
は
、観
光
局・大
使
館
部
門
で
ハ

ワ
イ
州
観
光
局・グ
ア
ム
政
府
観
光
局・マ
レ
ー

シ
ア
政
府
観
光
局・ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
館
が
、運

輸
部
門
で
プ
リ
ン
セ
ス・ク
ル
ー
ズ
が
、国
内・訪

日
旅
行
部
門
で一般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
東
北
観
光
推
進
機
構

が
、パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
部
門
で
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

が
、そ
れ
ぞ
れ
、受
賞
し
て
い
ま
す
。

国際観光フォーラムの会場では、世界各国からの参加者らが、檀上で繰り広げられる議論に熱心
に耳を傾けていました

UNWTOのリファイ事務局長は、「2020年の五輪開催に向
けて、観光政策を推進する政府の役割がさらに重要性を増す」
と指摘しました

WTTCのスコーシルCEOは、「世界各国の政府首脳にツー
リズム産業の果たす役割への理解を深めてもらわなければな
らない」と訴えました

JATAの田川副会長は、「2020年に東京で五輪が開催されるこ
とのツーリズムにおける意味合いは、そのプロセスで果たす旅行
業界の役割をアジア全体で共有することだ」と強調しました

セッション1でモデレーターを務めた首都大学東京の本保教
授は、初代観光庁長官としての経験も踏まえ、「政治家が観光
の変化に追い付けていない」現状を指摘しました

壇上に勢ぞろいした
JATAツーリズム大賞
2013 各部門の受賞
者ら

JATA ツーリズム大賞
2013の最優秀賞に輝
いたフジテレビ「めざ
まし土曜日」の関係者
と JATA ツーリズム大
賞2013実行委員長を
務める吉川勝久 JATA
副会長（中央）
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 特集・JATA旅博2013
旅行業界のプレゼンス示した4日間
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・世界のTABIHAKUへ飛躍　JATA旅博　過去最高の13万1000人が来場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
・包括的パートナーシップ協定に調印　国連世界観光機関リファイ事務局長と菊間会長・・・・・・・・・・・・2
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・日・韓・台旅行市場に焦点　長期的に双方向交流の拡大目指す・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5
・品質認証制度への挑戦　TQJを観光品質基準の重要な柱に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

●毎号掲載・DS講座クイズ　今回はオーストラリア講座より（5～15ページに問題、19
ページに解答を掲載）



長
期
的
に
双
方
向
交
流
の
拡
大
め
ざ
す

業
界
エ
キ
ス
パ
ー
ト
3
氏
が
方
向
性
示
唆

日
・
韓
・
台
旅
行
市
場
に
焦
点

旅行業界のプレゼンス示した4日間

�������	��
�	����

�������������

　
9
月
13
日
の
「
J
A
T
A
旅
博
」
開
会
式
に

続
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
ア
ジ
ア
旅
行
分
析
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
2
で

は
、
「
成
長
か
ら
成
熟
へ 

日
本
人
海
外
旅
行

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
真
価
を
問
う
〜
日
韓
台
3
マ
ー

ケ
ッ
ト
徹
底
比
較
か
ら
明
日
を
切
り
開
く
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
公
益
財
団
法
人
の
黒
須
宏
志
主

席
研
究
員
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
業
界
エ
キ
ス
パ
ー
ト

3
氏
が
熱
い
議
論
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

年
初
か
ら
日
本
人
出
国
者
数
の
動
き
は
鈍
化

傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、黒
須
主
席
研
究
員

が「
長
期
的
に
は
拡
大
傾
向
を
回
復
す
る
と
確

信
し
て
い
る
」と
語
った
の
に
対
し
、韓
国
旅
行
業

協
会
の
梁
武
承
会
長
は
、好
調
だっ
た
韓
国
の
訪

日
需
要
も
縮
小
傾
向
に
転
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
両
国
の
旅
行
業
界
は
共
に
考
え
て
解
決
策
を

見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
訴
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
海
外
旅
行
市
場
の
中
心
セ
グ
メ
ン
ト

が
30
〜
50
代
と
な
っ
て
い
る
台
湾
の
王
文
傑

L
I
O
N 
G
R
O
U
P
董
事
長
は
、
「
少
数

派
の
60
歳
以
上
の
年
齢
層
を
開
拓
す
る
た
め

に
、
日
本
市
場
で
展
開
さ
れ
て
い
る
シ
ニ
ア
向

け
の
商
品
設
計
が
、
需
要
拡
大
に
向
け
て
参
考

に
で
き
る
と
思
う
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、ア
ジ
ア
太
平
洋
観
光
協
会

（
P
A
T
A
）の
ジ
ョ
ン・コ
ル
ド
フ
ス
キ
ー

C
E
O
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、北
東
ア
ジ
ア
市
場

の
伸
び
率
が
最
も
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
中
で
、「
滞
在
日
数
や
消
費
額
な
ど
の
観
点

か
ら
も
成
長
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
べ
き
だ
」と
強

調
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
日

韓
台
が
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
動
向
に
対
す
る
理
解

を
共
有
し
た
上
で
、
各
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
弱
み
を

補
完
し
合
い
な
が
ら
、
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

双
方
向
交
流
の
拡
大
を
目
指
す
べ
き
と
い
う
方

向
性
が
確
認
さ
れ
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

壇上で熱心に意見を交わすパネリストら。日韓台がそれぞれの市場につ
いての理解を深めることの重要性を、改めて、印象づけました

「市場が拡大する中で、成長のバランスも図るべきだ」
と強調したコルドフスキーCEOアドバイザー

「日本市場のシニア向け商品設計は、需要拡大に向け参
考にできる」と指摘した王董事長

「日韓両国の旅行業界は共に考え、需要縮小に対する解
決策を見出さなければ」と訴えた梁会長

��������	


デスティネーション・スペシャリスト（DS）22講座の過去の問題を掲載しています。
今月号はオーストラリア講座からです。（解答は19ページに）



T
Q
J
を
観
光
品
質
基
準
の
重
要
な
柱
に

日
本
ブ
ラ
ン
ド
の「
見
え
る
化
」が
キ
ー
ワ
ー
ド

品
質
認
証
制
度
へ
の
挑
戦
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「
J
A
T
A
旅
博
」
3
日
目
の
9
月
14
日
に

は
、
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
強
化
し
て
観
光
立
国
を
実
現
す
る
〜
ツ

ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
品
質
認
証
制
度
へ
の
挑
戦

〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ツ
ア
ー
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
品
質
認
証
制
度
審
査
委
員
会
の
委
員

長
を
務
め
る
松
本
大
学
総
合
経
営
学
部
観
光
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
学
科
の
佐
藤
博
康
教
授
が
モ
デ

レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進

委
員
会
の
丸
尾
和
明
委
員
長
、
観
光
庁
の
篠
原

康
弘
審
議
官
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た

ほ
か
、
実
際
に
品
質
認
証
に
関
わ
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
立
場
か
ら
、
公
益
財
団
法
人
中

部
圏
社
会
経
済
研
究
所
の
小
林
宏
之
代
表
理
事

と
一
般
社
団
法
人
雪
国
観
光
圏
の
井
口
智
裕
代

表
理
事
が
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
で
、
J
A
T
A
が
創

設
し
た
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
品
質
認
証
制
度

（
T
Q
J
）
に
つ
い
て
、
丸
尾
委
員
長
が
創
設

の
背
景
や
今
後
の
展
開
を
説
明
し
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
醸
成
や
新
規
顧
客
の
誘
発
に
と
っ
て
日

本
ブ
ラ
ン
ド
を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
指
摘
。
認
証
会
社
を
拡
大
す
る
と
同
時

に
、
制
度
に
関
す
る
積
極
的
な
情
報
発
信
と
メ

リ
ッ
ト
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
品
質
・
安
心
・

信
頼
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　

篠
原
審
議
官
は
、安
倍
晋
三
総
理
大
臣
の
主

宰
す
る
観
光
立
国
推
進
閣
僚
会
議
で
決
定
さ
れ

た
ア
ク
シ
ョン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
、年
間
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
の
1
0
0
0
万
人
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、認

証
制
度
の
導
入・定
着
が
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
る
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
8
年
度
か
ら
独
自
に
観
光
品
質

基
準
に
関
す
る
調
査
研
究
に
着
手
し
、

〝
S
A
K
U
R
A 

Q
U
A
L
I
T
Y
〞
と
い

う
観
光
品
質
基
準
を
策
定
し
た
中
部
圏
社
会
経

済
研
究
所
の
小
林
代
表
理
事
は
、
商
標
登
録
済

み
の
〝
S
A
K
U
R
A 

Q
U
A
L
I
T
Y
〞

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て
J
A
T
A
、
雪

国
観
光
圏
と
無
償
に
よ
る
使
用
契
約
を
結
ん
だ

考
え
方
に
つ
い
て
説
明
し
、
海
外
の
事
例
な
ど

か
ら
も
品
質
認
証
制
度
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
圏
内
で
独
自
の
品
質
認
証
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
井
口
代
表
理
事
は
、
顧
客

に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
正
し
い
事
業
評
価
の

促
進
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
品
質

基
準
の
導
入
に
よ
っ
て
、
（
1
）
地
域
全
体
で

の
顧
客
満
足
度
の
向
上
、
（
2
）
事
業
者
の
効

率
改
善
、
（
３
）
氾
濫
す
る
口
コ
ミ
サ
イ
ト
か

ら
の
被
害
抑
制
、
（
４
）
広
告
出
稿
費
用
の
大

幅
な
削
減
、
（
５
）
全
国
に
先
駆
け
た
取
り
組

み
と
し
て
の
注
目
、
な
ど
を
期
待
す
る
効
果
と

し
て
指
摘
。
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
の

観
光
品
質
基
準
の
確
立
を
図
る
研
修
を
実
施
す

る
計
画
も
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

「訪日外国人旅行者1000万人の達成へ認証制度が大きな役割を果たす」
と語った篠原審議官

「認証制度はインバウンドプロモーションを支える重要な柱」と強調した
小林代表理事

「観光圏内で独自の認証制度に取り組み、顧客満足度の向上を目指してい
る」と説明した井口代表理事

「日本ブランドの『見える化』へ認証制度は重要」と指摘した丸尾委員長

特別シンポジウムでモデレーターを務めた松本大学の佐藤教授

①オーストラリアの首都はシドニーである。
　これ正しい？　間違い？



　長官賞をいただき、大変に嬉しく思います。このツアーは、昨年12月か
らスタートしたツアーで、まだまだ発展途上にあり、今後もっと内容を高め
ていきたいと考えています。ツアーに携わったスタッフ全員にとっても、大
変な励みにもなったと思っています。旅行会社魂に火が付いたとでもい
いましょうか、これから、もっともっとおもしろい企画を数多く出していきた
いと思いますので、引き続き、皆様の応援をよろしくお願いいたします。

ツアーグランプリ2013
の12部門を表彰
国土交通大臣賞は
阪急交通社が受賞

【国土交通大臣賞】
【日本・アメリカ観光交流年特別賞】
アメリカ大陸横断バスと列車の旅15日間
 ［南回りルート］／阪急交通社

【観光庁長官賞（海外）】
【パッケージ旅行部門グランプリ（海外）】
 ANAワンダーアース／ANAセールス

東日本営業本部 メディア営業三部
海外営業二課 一係
森下進一氏

代表取締役社長　志岐隆史氏

　JATAは9月14日、「JATA旅博2013」で“ツアーグ
ランプリ2013”の表彰式を開催しました。ツアーグラ
ンプリは、旅行業における企画力やマーケティング力
の向上と観光立国の施策に寄与することを目的に、

海外旅行と国内・訪日旅行で最も優れた企画旅行を
表彰しています。今年度は、国土交通大臣賞をはじ
め12部門で、10ツアーが受賞しました。

　このような賞をいただけると考えていなかったので非常に嬉しく、ツアー
造成にあたってご協力いただいた方々にもお礼を言いたいと思います。今
年で3年目になりますが、造成のきっかけは口蹄疫や新燃岳の被害で、こ
れまでお世話になったホテルや旅館などが苦しんでいる現状に直面したこ
とでした。東日本大震災なども含め、災害支援旅行のモデルケースになっ
たと思うので、今後も継続して地域の人達と一つになって続けていきたい。

【観光庁長官賞（国内・訪日）】
南九州の口蹄疫・新燃岳噴火による被害からの継
 続した復興支援／読売旅行

九州営業部 福岡営業所　上田和毅氏

　数あるツアーの中から選んでいただき、光栄です。普
通のパッケージ商品には入らない砂漠でラクダと歩くこ
とを通じ、チュニジアの「ワイルドなアフリカ」という側面を
お客様に感じていただけたのではないかと考えていま
す。

【SIT部門グランプリ（海外）】
チュニジア ラクダと歩く砂漠旅／道祖神

企画手配課　佐藤哲康氏

　ラオスが選ばれたことに驚いているし、やはり嬉しい。
集客は99％が地元・沖縄の人たちで、沖縄と共通の文
化を持つ東南アジアは市場にも受け入れられ、集客に
繋がったと考えています。

【デスティネーション開発部門グランプリ（海外）】
～ゆったりとした時が流れる癒しの国へ～チャーター
 直行便利用ラオス6日間／ジャンボツアーズ

代表取締役社長　谷村勝己氏

　ベネッセコーポレーションの子どもの学びという観点
で、共同企画によってツアーを練り上げました。今年も、
さらにバージョンアップし、良い企画を実現できるよう取
り組みたいと思います。

【市場拡大貢献部門グランプリ（海外）】
「わいわいファミリーグアム・サイパン」でのベネッセコーポレーション企画監修
イベント『海賊とわくわくEnglish Night!』企画／JTBワールドバケーションズ

東日本販売本部 ミクロネシア部　手塚真人氏、米津麻由氏
　通常のツアーのように方面別ではなく、テーマを横串
に刺す形で、昨年の「祭」に続き「花」を商品化しました。
来年以降も、テーマを変えながらシリーズ化していけれ
ばと考えています。

【審査員特別賞（海外）】
ルックJTB「世界の花」／
 JTBワールドバケーションズ

西日本販売本部 販売促進部　井内　誉氏

　今年から始まったというツアーのため、改善していきた
いと考えていますが、歴史のみならず素晴らしい自然も
残っているトルクメニスタンの魅力を、今後も、皆さんに
伝えていきたい。

【審査員特別賞（海外）】
地獄の門と奇跡の大地9日間・12日間／
 西遊旅行

営業部　山田宏治氏
　通常の沖縄ツアーではなく、歴史的にも文化的にも
深く掘り下げたツアーを作ろうというのが今回の試みで
したが、そのチャレンジの結果として受賞することができ、
本当に嬉しく思います。

【パッケージ旅行部門グランプリ（国内・訪日）】
琉球王国 激動の歴史とロマンに迫る3日間／
 三越伊勢丹

旅行営業部　橘　純一氏

　2011年の東日本大震災の後、シンガポールから日
本を元気づけようという提案をいただき、開始したツアー
です。それから3年にわたり、いろいろと改善を重ねてき
た結果として受賞でき、大変に嬉しく思います。

訪日旅行部 訪日旅行課　吉田路子氏

　旅行業に携わっている者として、ツアーグラ
ンプリをいただけたことは非常に名誉なことだ
と思います。まして、国土交通大臣賞までいた
だけるとは思っていなかったので、ただただ、嬉
しい限りです。受賞に当たり、ご支持をいただ
いたお客様をはじめ、日ごろ協力していただい
ている皆様やスタッフに感謝します。これで終
わりではなく、また、来年・再来年と良い企画
や商品を一つでも多く作って、お客様にご支
持をいただけるよう、日々、精進していきたいと
思います。

久保成人観光庁長官

審査委員会の兼高かおる委員長

実行委員会の委員長を務めた
古木康太郎JATA理事 プレゼンターの各氏

【審査員特別賞（国内・訪日）】
8Days 6Nights Fly & Drive Hokkaido 
 Shiretoko Course／ANAセールス

�������	��
�	����

�������������②オーストラリアでスキーをしたいというお客様に旅行をお勧めする時期は1月である。
　これ正しい？



J
A
T
A
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
2
0
1
3

8
つ
の
部
門
別
優
秀
賞
を
表
彰

国
際
商
談
会
で
活
発
な
情
報
交
換

国
内
外
か
ら
7
1
6
社
1
0
3
8
人
が
参
加

フジテレビ情報制作局情報制作センター主任の
池田匡夫氏とタレントの鈴木ちなみさん

　
J
A
T
A
は
9
月
13
日
、「
J
A
T
A
旅
博

2
0
1
3
」
の
開
会
式
で
、
J
A
T
A
ツ
ー
リ

ズ
ム
大
賞
2
0
1
3
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
は
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
開
発
な
ど
の
旅
行
需
要

喚
起
に
年
間
を
通
じ
て
貢
献
し
た
企
業
・
団
体

の
う
ち
、貢
献
度
の
高
い
企
業・団
体
を
表
彰
し
、

よ
り
一
層
の
需
要
喚
起
を
図
る
も
の
で
す
。
各

部
門
の
受
賞
者
は
、
上
記
の
通
り
で
す
。

学校法人 国際文化アカデミー

JTBトラベル＆ホテルカレッジ
〒170-0002 東京都豊島区巣鴨3-2-12
TEL：03-3910-5551(代)　FAX：03-3910-5152

http://www.jtb-college.ac.jp/

90120-187-283

大学にはない学びで夢をつかむ
就職内定先はみんなが憧れる人気企業！
大学にはない学びで夢をつかむ
就職内定先はみんなが憧れる人気企業！
大学にはない学びで夢をつかむ
就職内定先はみんなが憧れる人気企業！

感動のそばに、いつも。

ＪＴＢグループ外の
＜旅行・ホテル・観光業界＞へも卒業生の約半数が就職！！
ＪＴＢグループ外の
＜旅行・ホテル・観光業界＞へも卒業生の約半数が就職！！
ＪＴＢグループ外の
＜旅行・ホテル・観光業界＞へも卒業生の約半数が就職！！

希望者
就職内定率
100%
希望者

就職内定率
100%
希望者

就職内定率
100%

駐日スリランカ大使のアドミラル ワサンタ カランナーゴダ氏

米国グアム準州知事のエディ・バザ・カルボ氏
ハワイ州観光局ヴァイス・プレジデント・
ブランドマネジメントのデイビッド H.内山氏

プリンセス・クルーズ社長＆CEOのアランB.バクルー氏

◎最優秀賞
パブリシティ部門優秀賞
「めざまし土曜日“TOP OF 
THE WORLD”」
（フジテレビジョン）

◎国内・訪日旅行部門
一般財団法人沖縄観光コン
ベンションビューロー
東北観光推進機構

◎観光局・大使館部門
ハワイ州観光局
グアム政府観光局
マレーシア政府観光局
スリランカ大使館

◎運輸部門
プリンセス・クルーズ

1000人を超えるバイ
ヤーとセラーが商談な
どを繰り広げました

アウトバウンド商談会で
日本の旅行会社と情報
交換する外国人バイ
ヤー

東北観光推進機構
本部長の平澤宏治氏

マレーシア政府観光局総局長の
ダト・ミルザ・モハマッド・タイヤブ氏

一般財団法人沖縄観光コンベンション
ビューロー会長の上原良幸氏

観光立国を目指す日本側のセラーは、法被姿で熱心に説明

【受賞者の皆様】

　「
J
A
T
A
旅
博
2
0
1
3
」
で
は
、
9
月

12
日
と
13
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、
国
際
商

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
セ
ラ
ー
1
9
1
社
2
9
8
人
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
バ
イ
ヤ
ー
1
0
5
社
1
0
8
人
、
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
セ
ラ
ー
2
8
5
社
3
4
4
人
、

ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
バ
イ
ヤ
ー
65
社・1
8
4
人
、

メ
デ
ィ
ア
70
社
1
0
4
人
、
合
計
7
1
6
社
・

1
0
3
8
人
の
登
録
が
あ
り
、
活
発
な
情
報
交

換
や
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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��������� ③ゴールド・コースト（Gold Coast）から車で西にわずか30分～40分のところに国立公園に指定
　されている山があるが、それはタンボリン国立公園である。　　これ正しい？



消費者相談室ハイ！
こちら

お客様の満足度向上を目指して

苦
情
事
例
に
学
ぶ
⑬

今
回
の
テ
ー
マ
：
旅
程
変
更

　

暑
さ
も
和
ら
ぎ
過
ご

し
や
す
い
季
節
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
真
夏
の

時
期
に
お
け
る
苦
情
申

し
出
よ
り
は
、
幾
分
冷

静
に
お
話
し
さ
れ
る
方

の
ほ
う
が
多
い
こ
の
頃

で
し
ょ
う
か
･
･
･
。

　
今
回
は
、
海
外
ツ
ア
ー
で
、
『
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
到
着
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
市
内
観
光
を
、
到
着
翌
日
か
滞
在
中
の
希

望
日
に
変
更
す
る
と
い
わ
れ
た
が
、
す
で
に
他
の
自
由
行
動
の

日
は
全
て
予
定
を
入
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
参
加
で
き
な
い
と

答
え
た
。
そ
こ
で
市
内
観
光
が
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
分
の
補
償

を
求
め
た
が
返
金
が
な
く
納
得
い
か
な
い
！
』
と
い
う
申
し
出

に
関
し
て
、
旅
行
会
社
に
責
任
が
あ
る
の
か
、
補
償
を
す
る
べ

き
も
の
な
の
か
、
取
消
料
の
な
い
解
除
権
が
お
客
様
に
及
ぶ
も

の
な
の
か
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
し
出
内
容
は
こ
う
で
す

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ツ
ア
ー
に
参
加
予
定
で
、
あ
と
は
旅
行

会
社
か
ら
最
終
の
日
程
表
が
送
ら
れ
て
く
る
の
を
待
つ
だ
け
と

い
う
、
海
外
旅
行
の
気
分
が
高
ま
っ
て
い
た
頃
だ
っ
た
。
自
由

行
動
が
多
い
ツ
ア
ー
を
選
ん
で
い
た
の
で
、
事
前
に
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
を
申
し
込
み
、
他
に
も
現
地
の
知
人
に
会
う
た
め

の
段
取
り
な
ど
も
し
て
い
た
が
、
出
発
10
日
前
に
な
っ
て
旅
行

会
社
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
到
着
日
に
予
定
し
て
い
た
市
内
観
光

は
軍
隊
の
イ
ベ
ン
ト
で
急
遽
道
路
が
封
鎖
さ
れ
予
定
の
観
光
が

困
難
な
た
め
、
到
着
翌
日
ま
た
は
滞
在
中
の
希
望
日
へ
変
更
に

な
り
ま
す
と
い
わ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
到
着
翌
日
に
は
オ
プ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
を
申
し
込
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
他
の
日
に
変

更
す
る
に
し
て
も
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
の
取
消
料
が
か
か
っ

て
し
ま
い
、
他
の
希
望
日
と
い
っ
て
も
知
人
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
仕
事
の
都
合
で
元
の
予
定
日
で
し
か
会
え
な
い
も
の
で
あ

り
、
全
て
に
お
い
て
変
更
の
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。

　
そ
う
な
る
と
結
局
わ
れ
わ
れ
が
望
ん
で
も
い
な
い
の
に
勝
手

に
市
内
観
光
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
旅
行
会
社
に
対
し

て
市
内
観
光
も
含
ま
れ
て
の
旅
行
代
金
な
の
だ
か
ら
、
そ
の
分

補
償
し
て
も
ら
え
な
い
の
か
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
特
に
返
金

は
な
い
と
い
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
自
分
達
の
都
合
で
市
内
観
光
を
放
棄
す
る
な
ら
と
も
か
く
、

出
発
直
前
に
な
っ
て
そ
ん
な
こ
と
を
い
わ
れ
て
も
困
る
し
、
そ

れ
に
対
す
る
補
償
が
何
も
な
い
こ
と
が
腹
立
た
し
い
。
旅
行
会

社
は
少
な
か
ら
ず
わ
れ
わ
れ
に
何
か
し
ら
補
償
す
る
責
任
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
？

解
決
に
向
け
て
の
指
針

　
ま
ず
旅
行
会
社
が
責
任
を
負
い
補
償
す
べ
き
も
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
で
す
が
、
間
違
い
な
く
手
配
さ
れ
て
い
た
市
内
観
光

が
、
急
遽
官
公
署
の
命
令
で
道
路
封
鎖
が
あ
っ
た
た
め
現
地
手

配
会
社
が
日
本
側
に
連
絡
し
て
き
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
原
因
が

旅
行
会
社
や
現
地
手
配
会
社
の
関
与
し
得
な
い
事
由
に
よ
る
も

の
で
旅
行
会
社
は
免
責
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
旅
程
保
証
に
関
し
て
は
、
標
準
旅
行
業
約
款
募
集
型
企
画
旅

行
契
約
の
部
第
29
条
に
あ
る
別
表
第
二
変
更
補
償
金
、
こ
の
表

内
の
二
が
該
当
す
る
か
で
す
が
、
こ
れ
は
本
来
旅
行
期
間
中
に

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
旅
程
保
証
の
対
象
か
ど

う
か
を
考
え
る
も
の
で
、
仮
に
訪
れ
る
順
序
が
異
な
る
こ
と
と

な
っ
て
も
、
結
果
的
に
旅
行
期
間
中
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た

と
き
、
補
償
は
要
し
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
件
が
旅
程
保

証
の
対
象
か
ど
う
か
は
、
そ
も
そ
も
第
29
条
に
も
あ
る
と
お

り
、
運
送
機
関
等
の
諸
設
備
不
足
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
旅
程

保
証
の
免
責
事
項
で
あ
る
官
公
署
の
命
令
に
当
て
は
ま
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
変
更
補
償
金
支
払
い
の
対
象
外
と
な

る
で
し
ょ
う
。

　
本
件
で
お
客
様
に
お
け
る
取
消
料
な
し
の
解
除
権
が
発
生
す

る
か
ど
う
か
で
す
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
前
も
っ
て
市
内
観
光

の
日
が
変
わ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
て
、
確
定
書
面
が
ま

だ
交
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
訪
れ
る
順
序
が
変
わ
っ
た
と

し
て
も
旅
行
期
間
中
に
実
施
さ
れ
れ
ば
重
要
な
変
更
の
発
生
と

考
え
ら
れ
る
か
は
疑
問
で
す
。
重
要
な
変
更
の
判
断
基
準
が
難

し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
件
で
は
取
消
料
な
し
の
解
除

権
発
生
ま
で
は
至
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
補
足

　
本
件
を
詳
細
ま
で
考
え
る
と
、
結
果
お
客
様
が
市
内
観
光
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
、
そ
の
観
光
時
に
入
場
料
が
発
生

し
て
い
る
場
所
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
入
場
料
分
の
返
金

は
な
さ
れ
た
ほ
う
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
お
客
様
に
お
け
る
取
消
料
な
し
の
解
除
権
に
つ
い
て
は
、
実

は
現
地
の
道
路
封
鎖
が
公
に
か
な
り
前
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て

い
た
と
し
て
、
そ
れ
を
現
地
手
配
会
社
が
関
知
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
お
知
ら
せ
す
る
の
が
出
発
間
際
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
約
款
上
で
は
契
約
内
容
の
変
更
は
速
や
か
に
理

由
等
を
説
明
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の

場
合
に
関
し
て
は
、
取
消
料
な
し
の
解
除
権
が
お
客
様
に
及
ぶ

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
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�������������④オーストラリアの先住民（アボリジニ）文化は、5万年以上の歴史を持つ。
　これ正しい？



法
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

（
監
修 

弁
護
士

　三
浦
雅
生
）

第
13
回 
「
安
全
確
保
義
務
」

 
に
つい
て

法務の窓口
　
昨
年
は
高
速
ツ
ア
ー
バ
ス
事
故
や
中
国
で
の
遭
難
事
故
の
発

生
等
を
通
じ
「
旅
行
の
安
全
」
に
つ
き
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た

年
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
旅
行
業
者
が
負
う
「
安
全
確
保

義
務
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
安
全
確
保
義
務
」
と
は
、
ど
こ
に

書
い
て
あ
る
の
？ 

　
「
安
全
確
保
義
務
」
の
記
載
は
、
旅
行
業
法
に
も
標
準
旅
行

業
約
款
募
集
（
受
注
）
型
企
画
旅
行
契
約
の
部
（
以
下
、「
約
款
」

と
い
い
ま
す
）
の
中
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
、
過
去
の
裁
判

を
通
じ
て
裁
判
所
が
書
い
た
判
決
文
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
の

で
す
。
さ
て
、
昭
和
59
年
と
昭
和
61
年
に
パ
キ
ス
タ
ン
お
よ
び

台
湾
に
て
、
相
次
い
で
、（
当
時
の
）
主
催
旅
行
実
施
中
に
2

件
の
バ
ス
事
故
が
発
生
し
、
多
く
の
お
客
様
の
尊
い
命
を
失
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
（
事
故
の
原
因
は
い
ず
れ
も
運
転
手
の
運

転
ミ
ス
等
に
よ
る
も
の
で
し
た
）。
そ
の
後
、こ
の
事
故
に
遭
っ

た
お
客
様
か
ら
旅
行
業
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
の
訴
え
が

成
さ
れ
、
結
局
こ
れ
ら
の
裁
判
は
2
件
と
も
、
お
客
様
の
請
求

は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の
裁
判
の
中
で
、裁
判
所
は
、

旅
行
業
者
の
「
安
全
確
保
義
務
」
の
存
在
に
つ
い
て
示
し
た
の

で
す
。
つ
ま
り
、「
契
約
関
係
に
あ
る
当
事
者
は
、
そ
の
義
務

の
履
行
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
相
手
方
の
信
頼
に
応
え
る
よ
う

に
誠
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
旅
行
契
約
に
お
け
る
旅
行

業
者
の
主
要
な
義
務（「
手
配
完
成
義
務
」や「
旅
程
管
理
義
務
」）

を
履
行
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
に
附
随
し
て
行
う
信
義
則

上
の
義
務
と
し
て
「
安
全
確
保
義
務
」
が
あ
る
。」
と
判
示
し

た
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
「
安
全
確
保
義
務
」
は
、
旅
行
業
者

に
よ
っ
て
旅
行
が
企
画
さ
れ
る
と
き
か
ら
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
の

手
配
時
、
さ
ら
に
は
旅
行
中
ま
で
通
し
て
存
在
す
る
と
も
判
示

し
ま
し
た
（
昭
和
63
年
お
よ
び
平
成
元
年
東
京
地
裁
）。
と
こ

ろ
で
、
こ
れ
ら
の
判
決
が
な
さ
れ
て
約
25
年
経
過
し
た
本
年
4

月
に
、
三
度
、
東
京
地
裁
に
て
平
成
18
年
に
発
生
し
た
企
画
旅

行
実
施
中
の
ト
ル
コ
で
の
バ
ス
事
故
に
関
す
る
旅
行
業
者
へ
の

損
害
賠
償
請
求
事
件
の
裁
判
が
あ
り
、こ
の
判
決
文
の
中
で
も
、

裁
判
所
は
、
上
記
2
件
の
裁
判
の
と
き
と
全
く
同
じ
考
え
方
を

採
り
、
繰
り
返
し
、
旅
行
業
者
の
「
安
全
確
保
義
務
」
の
存
在

を
示
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
確
保
義
務
」
の
内
容
と
は
？

　
例
え
ば
「
旅
程
管
理
義
務
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
旅
行
業

法
施
行
規
則
第
32
条
に
4
つ
の
措
置
が
、
ま
た
、
約
款
で
も
募

集
型
は
第
23
、
受
注
型
は
24
条
に
具
体
的
な
内
容
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
「
安
全
確
保
義
務
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

通
り
、
過
去
の
バ
ス
事
故
等
に
係
る
裁
判
を
通
じ
た
裁
判
所
の

判
決
文
の
中
で
し
か
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
は
、

東
京
地
裁
の
判
決
文
の
中
で
書
か
れ
た
バ
ス
事
故
に
絡
ん
だ

「
安
全
確
保
義
務
」
の
内
容
の
概
要
に
つ
き
、
特
に
重
要
だ
と

思
わ
れ
る
以
下
の
3
点
に
絞
っ
て
抜
粋
し
て
み
ま
し
た
。

⒈
「
安
全
な
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
を
選
定
す
る
義
務
」・
・

旅
行
者
の
生
命
、
身
体
、
財
産
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
旅
行
目
的
地
、
旅
行
日
程
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
提
供
機

関
の
選
択
等
に
関
し
、
あ
ら
か
じ
め
十
分
に
調
査・検
討
し
、

専
門
業
者
と
し
て
の
合
理
的
な
判
断
を
し
、
ま
た
、
契
約

内
容
の
実
施
に
関
し
、
遭
遇
す
る
危
険
を
排
除
す
べ
く
合

理
的
な
措
置
を
と
る
べ
き
義
務（
安
全
確
保
義
務
）が
あ
る
。

⒉
「
安
全
な
旅
行
行
程
を
設
定
す
る
義
務
」・
・
旅
行
行
程
設

定
時
に
は
、「
安
全
な
旅
行
行
程
を
設
定
す
る
義
務
」
が
あ

り
「
危
険
排
除
義
務
」
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、
旅
行
の
目

的
地
及
び
日
程
、
移
動
手
段
等
の
選
択
に
伴
う
特
有
の
危
険

（
伝
染
病
・
洪
水
・
土
砂
崩
れ
等
）
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は

予
め
そ
の
危
険
を
除
去
す
る
手
段
を
講
じ
、
ま
た
は
旅
行

者
に
そ
の
旨
を
告
知
し
て
旅
行
者
自
ら
そ
の
危
険
に
対
処

す
る
機
会
を
与
え
る
等
の
合
理
的
な
措
置
を
採
る
べ
き
。

⒊
（
添
乗
員
が
同
行
す
る
際
の
）「
添
乗
員
の
旅
行
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
行
う
義
務
」・
・
車
体

の
老
朽
化
等
、
外
観
か
ら
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
危
険

で
あ
る
と
明
白
に
判
断
し
得
る
際
に
は
こ
の
バ
ス
を
使
用

さ
せ
な
い
措
置
を
採
る
こ
と
。
酩
酊
運
転
、
著
し
い
ス
ピ
ー

ド
違
反
運
転
ま
た
は
交
通
規
則
の
継
続
的
無
視
の
よ
う
な

乱
暴
運
転
等
事
故
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
運
転
が
さ
れ

て
い
る
と
き
に
は
こ
の
運
転
を
止
め
さ
せ
る
た
め
の
措
置

を
採
る
こ
と
。
台
風
や
豪
雨
等
の
一
見
し
て
危
険
と
分
か

る
天
候
と
な
っ
た
と
き
に
旅
程
変
更
の
措
置
を
採
る
こ
と
。

「
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
推
進
を

　
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
、
そ
れ
は
事
故
防
止
の
た
め
企
画
旅
行

を
実
施
す
る
旅
行
会
社
と
し
て
、
社
を
挙
げ
た
経
営
の
問
題
と

し
て
の「
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
体
制
作
り
で
す
。
以
上
につ
き
、

そ
の
た
め
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
（
服
部
）
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シリーズ企画「安全というモノ、安心であること」
事故に学ぶ VOL4

リスクと危機管理～東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて～
　
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定
し
ま
し

た
。2
0
2
0
年
に
向
け
て
、訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、旅
行
業
界
と
し
て
も
一
層
の
訪

日
旅
行
の
品
質
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と

な
り
ま
す
。今
回
は
安
心
と
安
全
の
観

点
か
ら
訪
日
外
国
人
旅
行
者
増
加
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
品
質
認
証
制
度
〉

2
0
1
3
年
に
入
って
か
ら
の
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
は
、７
月
に
初
め
て
単
月
で

1
0
0
万
人
を
超
え
8
月
末
の
累
計
で
も

6
8
6
万
人
を
超
え
る
な
ど
、い
よ
い
よ
年

間
訪
日
外
国
人
旅
行
者
1
0
0
0
万
人
が

現
実
的
な
も
の
と
なって
き
ま
し
た
。

高
ま
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
増
加
の

機
運
を
捉
え
て
、今
年
4
月
に
発
足
し
た

J
A
T
A
の「
ツ
ア
ー
オ
ペレ
ー
タ
ー
品
質
認

証
制
度
」は
、事
業
者（
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
）の
品
質
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、訪

日
旅
行
の
品
質
向
上
と
、訪
日
旅
行
者
が

安
全
、安
心
で
良
質
な
旅
行
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
国
か

ら
も
推
奨
さ
れ
た
品
質
認
証
制
度
で
す
。

ツ
ア
ー
オ
ペレ
ー
タ
ー
業
界
の
自
主
規
制

を
通
じ
て
、旅
行
手
配
、旅
程
管
理
等
の
業

務
は
も
と
よ
り
、事
業
者
自
身
の「
企
業
の

法
令
遵
守
」、「
品
質
管
理・サ
ー
ビス
水
準
」、

「
C
S
R
」の
3
つ
の
側
面
か
ら
評
価
し
、

所
定
の
基
準
を
満
た
し
た
優
れ
た
事
業
者

を
認
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

有
識
者
、行
政
関
係
4
名
に
て
構
成
さ

れ
る
委
員
会
に
よ
り
10
月
現
在
33
社
が
認

証
さ
れ
て
お
り
、今
後
認
証
さ
れ
る
事
業
者

が
増
加
す
る
こ
と
で
、業
界
全
体
の一層
の

品
質
向
上
を
通
じ
て
、訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
増
加
と
と
も
に
リ
ピ
ー
タ
ー
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す（
ツ
ア
ー
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
品
質
認
証
制
度
に
つい
て
の
詳

細
は「
じ
ゃ
た
こ
み（
4
月
号
）」を
ご
参
照

く
だ
さ
い
）。

〈
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
品
質
認
証
制

度
向
け

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
保
険
〉

ツ
ア
ー
オ
ペレ
ー
タ
ー
品
質
認
証
制
度
で

は
、訪
日
旅
行
を
よ
り一層
安
心・安
全
な
も

の
と
す
る
た
め
、認
証
を
受
け
た
事
業
者
に

は
必
ず
訪
日
旅
行
に
関
す
る
イ
ンバ
ウ
ン
ド

保
険
に
加
入
い
た
だ
く
こ
と
と
な
って
い
ま

す
。「ツ

ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
品
質
認
証
制
度

用
イ
ンバ
ウ
ン
ド
保
険
」の
主
な
特
長・補
償

内
容
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

特
長
：
被
災
者
への
お
見
舞
い
、救
援
者
を

現
地
へ
派
遣
す
る
費
用
、旅
行
社
の
治
療

費・賠
償
責
任
の
補
償
な
ど
、訪
日
外
国
人

旅
行
者
を
受
入
れ
る
ツ
ア
ー
オ
ペレ
ー
タ
ー

と
し
て
の
責
任
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

補
償
内
容
：
同
保
険
は
次
の
2
つ
の
保
険

を
セッ
ト
に
し
た
も
の
で
す
。

⒈
旅
行
事
故
対
策
費
用
保
険・・・旅
行
を
実

施
す
る
旅
行
会
社
様
の
た
め
の
保
険

　

●
旅
行
者
の
ケ
ガ
が
原
因
で
旅
行
会
社

様
が
負
担
し
た
費
用
に
対
す
る
補
償

・旅
行
者
の
ご
親
族
が
来
日
し
た
場
合
の

「
救
援
者
費
用
保
険
金
」

・緊
急
対
応
を
し
た
場
合
の「
事
故
対

応
費
用
保
険
金
」

⒉
国
内
旅
行
傷
害
保
険・・・旅
行
に
参
加
す

る
訪
日
外
国
人
の
た
め
の
保
険

　
●
旅
行
者
の
ケ
ガ
に
関
す
る
補
償

・旅
行
中
の
ケ
ガ
が
原
因
で
亡
く
なって

し
まった
場
合
の「
死
亡
保
険
金
」

・旅
行
中
の
ケ
ガ
が
原
因
で
後
遺
障
害

が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
の「
後
遺
障

害
保
険
金
」

⒊
ア
シ
ス
タ
ンス
サ
ー
ビ
ス

・遺
体
移
送
の
手
配

・本
国
への
移
送
の
手
配

・付
添
医
師・看
護
師
の
手
配

・多
言
語
対
応

こ
の
よ
う
に「
ツ
ア
ー
オ
ペレ
ー
タ
ー
品
質

認
証
制
度
向
け　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
保

険
」は
、安
心・安
全
な
訪
日
旅
行
の
実
施

に
際
し
て
ツ
ア
ー
オ
ペレ
ー
タ
ー・旅
行
者
双

方
に
と
って
不
可
欠
な
要
素
と
な
って
い
ま

す（
補
償
内
容
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

各
保
険
会
社
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）。

2
0
2
0
年
ま
で
あ
と
7
年
。東
京
オ

リ
ン
ピッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
を
機
に
日
本

各
地
で
の
心
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
み
に
来
日

す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
客
の
皆
さ
ん
の「
安

心・安
全
」を
お
守
り
し「
お
も
て
な
し
」の

心
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、「
ツ
ア
ー
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
品
質
認
証
制
度
」の
さ
ら
な
る
進

展
と
と
も
に「
イ
ンバ
ウ
ン
ド
旅
行
保
険
」の

浸
透・定
着
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社
旅

行
業
営
業
部
）

⑥タスマニア州（Tasmania）で有名な名産品とは？
　a　サケなどの海産物　　b　サトウキビ　　c　バナナ
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「
台
湾
の
海
外
旅
行
市
場
に
学
ぶ
」

黒
須
宏
志

旅
行
市
場
動
向
の
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
講
演
・
寄
稿

な
ど
で
活
躍
中
。
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
の

主
任
研
究
員
。1
9
6
4
年
生
ま
れ
。
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���������

今
年
、大
幅
な
伸
び
を
見
せ
て
い
る
台
湾
か
ら

の
訪
日
客
数
。そ
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
台
湾
の
海
外

旅
行
市
場
に
は
日
本
の
市
場
に
は
な
い
驚
異
的

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。な
か
な
か
2
0
0
0
万
人

に
届
か
な
い
日
本
に
と
っ
て
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ

る
市
場
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の「
デ
ー
タ
深
読
み
」で
は
こ
の
９
月
に

J
A
T
A
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ーマ
と
なっ

た
ア
ジ
ア
市
場
分
析
の
中
で
取
り
上
げ
た
台
湾

の
海
外
旅
行
市
場
の
特
徴
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。そ
も
そ
も
今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
ア
ジ
ア

の
旅
行
市
場
を
取
り
上
げ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、

他
の
市
場
と
日
本
の
市
場
の
比
較
か
ら
、業
界
と

し
て
学
べ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

考
え
か
ら
来
て
い
ま
す
。そ
の
意
味
で
台
湾
に
は

「
驚
く
べ
き
市
場
」が
存
在
す
る
、と
いって
も
過

言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
着
眼
し
た
い
の
は
所
得
と
出
国
率
の
相

関
か
ら
み
た
台
湾
市
場
の
活
発
さ
で
す
。図
表
1

は
世
界
の
77
の
国
や
地
域
の
デ
ー
タ
を
プ
ロッ
ト

し
た
も
の
で
す
。こ
の
図
で
は
台
湾
と
同
等
、も
し

く
は
さ
ら
に
低
所
得
の
国
や
地
域
で
1
0
0
％

を
超
え
る
よ
う
な
高
い
出
国
率（
年
間
の
出
国
者

数
÷
人
口
）を
持
つ
と
こ
ろ
が
少
な
か
ら
ず
存
在

し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
他
の
国

と
地
続
き
で
つ
な
がって
い
る
国（
多
く
が
欧
州
の

国
々
）、も
し
く
は
比
較
的
小
さ
い
島
国
で
生
活

上
の
理
由
か
ら
海
外
に
行
く
必
要
に
迫
ら
れ
る

と
こ
ろ（
例
え
ば
高
度
医
療
や
高
等
教
育
な
ど
の

目
的
）で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
国
々

を
除
く
と
、台
湾
の
44
％
と
い
う
出
国
率
は
所
得

水
準
か
ら
み
て
も
際
だって
高
い
レベル
と
い
え
ま

し
ょ
う
。日
本
の
出
国
率
は
過
去
最
高
の
旅
行
者

数
を
記
録
し
た
2
0
1
2
年
で
も
15
％
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。し
か
し
細
か
く
見
て
い
く
と
更
に
驚
く

べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。台
湾
の
44
％
と
い
う
出

国
率
は
平
均
値
で
あ
り
、特
に
活
発
な
30
代
か
ら

50
代
ま
で
の
出
国
率
は
60
％
を
超
え
て
い
る
の
で

す
。同
年
代
の
日
本
人
の
出
国
率
は
やっ
と
20
％

に
届
く
か
ど
う
か
と
い
う
レベル
で
す
。台
湾
は
ビ

ジ
ネ
ス
渡
航
の
比
率
が
極
め
て
高
い
の
で
は
、と
思

わ
れ
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、市
場
調
査
か
ら
推
定
さ
れ

る
ビ
ジ
ネ
ス
渡
航
の
割
合
は
台
湾

が
25
％
、日
本
が
20
％
程
度
、そ

れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
と
は
い
え
ま

せ
ん
。台

湾
の
高
い
出
国
率
の
大
き

な
要
因
の
ひ
と
つ
は
中
国
本
土
へ

の
旅
行
の
多
さ
で
す
。台
湾
の
海

外
旅
行
の
約
半
数
が
中
国
本
土
へ

の
旅
行
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
土
で
働
く
親
族
を
訪
問
し
が

て
ら
観
光
す
る
、と
いっ
た
旅
行
が
数
多
く
存
在

し
て
お
り
、こ
う
し
た
旅
行
が「
海
外
」へ
行
く
こ

と
の
敷
居
を
低
く
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。し

か
し
こ
れ
以
外
に
も
、日
本
市
場
と
の
比
較
上
、

重
要
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
が
図
表
2
、3

に
示
し
た
旅
行
者
の
所
得
階
層
の
違
い
で
す
。

こ
の
図
は
国
民
全
体
の
所
得
分
布
と
海
外
旅

行
者
の
所
得
分
布
を
台
湾
と
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ

で
比
較
し
た
も
の
で
す
。台
湾
の
海
外
旅
行
市
場

は
低
所
得
層
ま
で
万
遍
な
く
取
り
込
ん
で
い
る
の

に
対
し
、日
本
の
市
場
は
中
高
所
得
層
に
大
き
く

偏
って
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。ボ
リ
ュー
ム
の

大
き
い
中
国
本
土
への
旅
行
の
存
在
が
こ
の
違
い

を
生
ん
で
い
る
の
で
は
と
想
像
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。し
か
し
台
湾
の
市
場
調
査
資
料
を
調
べ

⑦オーストラリアの世界遺産で、観光客が訪れることができる世界遺産の件数は？
　a　18件　　b　9件　　c　6件

て
み
る
と
中
国
本
土
への
旅
行
の
消
費
額
は
他
の

ア
ジ
ア
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ションへの
旅
行
に
比
べ
特

に
低
い
と
い
う
水
準
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。注

目
す
べ
き
点
は
、中
国
本
土
への
旅
行
に
限

ら
ず
、旅
行
消
費
額
が
日
本
と
比
べて
大
幅
に
低

い
こ
と
で
す
。例
え
ば
、月
の
ひ
と
り
あ
た
り
収
入

が
２
千
ド
ル
か
ら
４
千
ド
ル
程
度
の
所
得
水
準
の

旅
行
者
に
つい
て
日
本
と
台
湾
の
旅
行
消
費
額
を

比
較
す
る
と
、台
湾
は
日
本
の
６
割
程
度
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。こ
う
し
た
消
費
水
準
の
差
は
そ
の
ま
ま

台
湾
の
人
々
か
ら
み
た
海
外
旅
行
と
日
本
人
に

とって
の
海
外
旅
行
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
に
結
び
つ

い
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。こ
う
し
て
み
る
と

日
本
人
は
海
外
旅
行
を
ま
だ
ま
だ「
お
金
の
か
か

る
も
の
」と
思
って
お
り
、そ
う
し
た
固
定
観
点
の

存
在
が
、相
対
的
に
低
所
得
の
人
々
を
海
外
旅
行

か
ら
遠
ざ
け
る一因
と
な
って
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
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��������������⑧西オーストラリア州の有名なワイン生産地は、次のうちどれ？
　a　ヤラ・リバー　　b　テイマー・リバー　　c　マーガレット・リバー　　d　ハンター・バレー

駐日チュニジア大使館
モハメッド・エルーミ臨時代理大使

ロサンゼルス観光局アーネスト・ウドゥンJr.会長兼CEO（左）

ニュージーランド航空スコット・カー日本支社長

タイ国政府観光庁
ジャムノン・ジュンナピア東アジア支局長

ネバダ州ブライアンK.クロリキー副知事（左）

チェンマイやプーケットもPR
タイ  9月5日（木）
ジャムノン・ジュンナピア（タイ国政府観光庁）東アジア支局長
JATAを訪れて中村理事長と懇談したジュンナピア支局長
は、150万人を目指している日本からタイへの旅行者につい
て、「チェンマイやプーケットもプロモーションしていきたい」と
語りました。中村理事長は、自由視察体験研修旅行の成果
を評価し、「体験ツアーは女性を中心に人気が高まると予想
され、タイ各地への体験ツアーを増やすと良いでしょう」と話
しました。

JATAとの協力で積極プロモーション
米国ネバダ州  9月11日（水）
ブライアンK.クロリキー（ネバダ州）副知事
来日したクロリキー副知事がJATAを訪れて中村理事長
らと懇談し、日本・アメリカ観光交流年の効果によって、目標
だった375万人を達成したことに謝意を表明した上で、「今
後もJATAとの協力関係を続け、積極的なプロモーションを
行いたい」と語りました。中村理事長らは、「シニア世代向け
のツアーパッケージの提案なども有効でしょう」と応じました。

新支社長が就任あいさつ
ニュージーランド 8月12日（月）
スコット・カー（ニュージーランド航空）新日本支社長
エド・オーバリー前支社長とともにJATAを訪れ、菊間会長と
懇談。8月28日にJATAで開催されたMICEセミナーには、
80人近い申し込みがあり、ニュージーランドへの関心の高さ
を示しました。また、ニュージーランド政府観光局との共催で
全国15カ所におけるデスティネーションセミナーも計画して
いることから、JATAとしても一人でも多くの会員が受講す
るようバックアップを約束しました。

セキュリティ対策は万全
チュニジア 8月26日（月）
モハメッド・エルーミ（駐日チュニジア大使館）臨時代理大使
就任挨拶のためJATAを訪れ、菊間会長と懇談しました。
エルーミ臨時代理大使が、「安全性が懸念されがちだが、
セキュリティ対策は万全であり、多くの日本人観光客に訪れ
ていただきたい」と要請したのに対し、菊間会長は、「JATA
として旅行会社側からのサポートに加え、大使館からメディ
アを通して安全性や観光地の素晴らしさをアピールするこ
とが、観光客の増加につながる」と話しました。

SNSで若年女性にアピール
米国・ロサンゼルス 9月5日（木）
アーネスト・ウドゥンJr.（ロサンゼルス観光局）会長兼CEO
来日を機にJATAを訪れ、菊間会長と懇談。ウドゥン会長は
「日本市場の若い女性にはソーシャルネットワークなどを活
用したプロモーションも効果的と思っている」と語りました。
菊間会長は、ブランドUSAによるプロモーションへの協力に
謝意を述べた上で、「日本からの女性観光客は今までのメ
ジャーな観光地より、ユニークで貴重な経験ができる旅行を
求めている」と説明しました。

要人往来
8月から9月中旬にかけて各国要人の往来が
相次ぎました。旅博開催はもちろんのことです
が、アベノミクス効果や東京オリンピック開催決
定など、元気印のわがニッポンに対する世界的
な関心は相当に高いようです。
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��������� ⑨美しい景観のグレート・オーシャン・ロード（Great Ocean Road）沿いにある、有名な奇岩群の名前は？
　a　スリー・シスターズ　　b　ウェーブ・ロック　　c　ピナクルズ　　d　12使徒

チュニジア国ジャメル・ガムラ観光大臣（右）と菊間会長
香港政府観光局アンソニー・ラウ理事長（中央）クバナカンのメルセデス・アブレウ・メサ社長（右から2人目）

ブランドUSAジェイ・グレイ  グローバル・パートナーシップ開発担当部長（右）
イエメン国カーシム・サッラーム・サイード観光大臣と菊間会長

モンゴル旅行業協会
エルダベネバット・ナンスライジャブ副会長（中央）

定期チャーターの運航を働きかけ
キューバ  9月14日（土）
メルセデス・アブレウ・メサ（クバナカン）社長
現地ツアーオペレーターのメサ社長が「JATA旅博2013」
会場で菊間会長と懇談し、「2014年には日本人観光客を2
万人に増やすため、定期的なチャーター便の運航を航空
会社に働きかけている」と語りました。菊間会長は、「キュー
バへの関心度は最近高まっており、キューバ独特の新しい
ツアーを提案するなどプロモーションにも良い時期です」と
応じました。

宿泊施設などインフラ整備に注力
モンゴル  9月14日（土）
エルダベネバット・ナンスライジャブ（モンゴル旅行業協会）副会長
モンゴル旅行業協会のナンスライジャブ副会長が「JATA
旅博2013」会場で中村理事長と懇談し、「新政府が観光
分野にも積極的に取り組んでおり、宿泊施設などのインフラ
整備に力を入れ、安全な旅を提供できるよう計画していま
す」と説明しました。中村理事長は「旅博などのイベントを十
分に活用し、旅行客の立場から意見を聞くとさらに良いの
ではないでしょうか」と話しました。

日本は3番目の大きな市場
香港  9月12日（木）
アンソニー・ラウ（香港政府観光局）理事長
香港政府観光局（本部）のラウ理事長が「JATA旅博
2013」会場で菊間会長と懇談し、「香港にとって日本は3番
目の大きな市場であり、日本人観光客数を増やすことが非
常に重要な課題」と語りました。菊間会長は、「政治を超え
たB2Bが今後のアジアの交流を担っていくでしょう」と話し、
「アジア周遊旅行の提案や正月マーケットへのアプローチ
が重要で効果的」と話しました。

イエメンの魅力を知ってほしい
イエメン  9月14日（土）
カーシム・サッラーム・サイード観光大臣
イエメンのサイード観光大臣が菊間会長と「JATA旅博
2013」会場のイエメンブースで懇談し、共に民族舞踊を見
学。サイード大臣は「ぜひイエメンの魅力を知っていただき、
多くの日本人観光客にお越しいただきたい」と述べました。
菊間会長は「歴史的な街や建造物、遺跡や古代都市など
アラビックな雰囲気は日本人好みで、旅博が良いプロモー
ションの機会となるでしょう」と応じています。

サハラ砂漠など南部への観光促進
チュニジア 9月11日（水）
ジャメル・ガムラ観光大臣
来日したガムラ観光大臣がJATAを訪れて菊間会長と懇談
し、「JICAの支援もあって特にチュニジア南部への観光促
進に取り組んでおり、サハラ砂漠やスパなど魅力的な観光
地のプロモーションも積極的に進めたい」と現状を説明。菊
間会長は、「欧州のオフシーズンである11月～3月は、日本人
が好む季節的な魅力に富んでおり、その時期に誘致を図る
ことは、両国にとってメリットが大きい」と話しました。

訪米日本人数の増加は努力の結晶
米国  9月12日（木）
ジェイ・グレイ（ブランドUSA）グローバル・パートナーシップ開発担当部長
ブランドUSAのグレイ氏が「JATA旅博2013」会場で菊間
会長を訪問し、「日本・アメリカ観光交流年」の活動成果など
について意見を交わしました。グレイ氏が「訪米日本人観光
客数が伸びたのは、様々な活動による努力の結晶だ」と語
る一方、菊間会長は「見るだけの観光から体験型など魅力
あふれるツアーを実施し、JATAとしてもプロモーションに力
を注ぎたい」と応えました。



旅にデスクに 
定番の一冊

携帯に便利な
コンパクト
サイズ

不定期刊●B6判●定価630円（税込）月刊●B5判●定価1,150円（税込） 不定期刊●A4判●定価1,350円（税込）
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解答： ①誤り。首都はキャンベラ。　②誤り。オーストラリアは季節が日本と逆になるため、7～8月が冬にあたる。　③正しい。ゴール
ド・コースト市街地と海を一望できるほか、トレッキング等も楽しむことができる。　④正しい。地球上に現存する先住民文化の
なかで、最も古いもののひとつとされている。　⑤誤り。インディアン・パシフィック鉄道。3泊4日をかけてオーストラリアを横
断する。　⑥aサケなどの海産物。なかでもオイスターやサーモンはタスマニアが誇る海産物。　⑦a18件。観光客が訪れること
ができない世界遺産（バード島とマクドナルド諸島）をいれると19件が世界遺産に登録されている。もっとも最近世界遺産に登
録されたところは2011年6月に登録された、西オーストラリア州のニンガルー・コースト。　⑧cマーガレット・リバーはワイ
ンクルーズでも有名。　⑨d切り立った断崖絶壁が続く海岸線沿いにあり、海中から奇岩が連なってそびえたっている。　⑩シ
ドニー　当初、メルボルンが首都であったが、首都移転論争の結果、シドニーとメルボルンの間をとってキャンベラが首都に選
ばれた。

事務局
便り
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今号では、大きな盛り上がりを見せた旅博の4日間を特
集しています。今回、印象的だったのが、わが国の観光
行政のトップである鶴保庸介国土交通副大臣と久保
成人観光庁長官、海外からはトルクメニスタン大統領、
マレーシア観光大臣、チュニジア観光大臣といった要
人の方々が旅博会場を見学されたこと。こうしたかつて
ない関心の高まりは、旅博がアジアを代表するトップ・イ

ベントに進化していること、さらにはわが国の観光立国
推進の起爆剤として期待されていることを実感させら
れる一こまでした。
さて、10月に入り、会員各社の間では年末年始商戦た
けなわといったところでしょうか。「じゃたこみ」では皆様
のビジネスに役立つ情報の発信に今後とも努めてまい
ります。ご期待ください。

10月10日 海外旅行委員会／関東支部

10月16日 総務委員会／九州支部

10月18日 業務改善委員会／本部
10月22日
　 ～23日 国内旅行委員会（北陸視察）／関東支部

10月22日 長崎県地区委員会/九州支部

10月23日 VW事業推進特別委員会／本部

10月31日 理事会・常任役員会／本部

10月31日 国内旅行委員会／九州支部

10月31日 海外旅行委員会／九州支部

10月31日 福岡地区委員会／九州支部

11月6日 国際旅行委員会／九州支部

11月13日 広報委員会／本部

11月20日 海外旅行推進委員会／本部

11月21日 国内旅行推進委員会／本部

11月22日 訪日旅行推進委員会／本部

11月26日 国内旅行委員会／関東支部

11月27日 総務委員会／関東支部

11月28日 幹事会／関東支部

10月11日 JICA研修団セミナー／海外旅行推進委員会
10月11日 アジア太平洋観光BtoB商談会&JATAナイト/九州支部
10月13日 総合旅行業務取扱管理者試験
10月15日 アメリカ深堀セミナー（福岡）／海外旅行推進委員会
10月15日 台湾セミナー/九州支部
10月16日 NZセミナー（金沢）／海外旅行推進委員会
10月16日 写真セミナー／海外旅行推進委員会
10月17日 NZセミナー（大阪）／海外旅行推進委員会
10月19日～20日 旅フェスタ/東北支部
10月20日 環境保全活動（中四国地区）／社会貢献委員会
10月21日 アメリカ深堀セミナー（仙台）／海外旅行推進委員会
10月22日～25日 総合・国内旅程管理研修（東京・大阪）／研修・試験委員会
10月22日 NZセミナー（鹿児島）／海外旅行推進委員会
10月22日 長崎県地区委員会苦情対応セミナー/九州支部
10月23日 NZセミナー（熊本）／海外旅行推進委員会
10月24日 NZセミナー（福岡）／海外旅行推進委員会
10月25日 NZセミナー（新潟）／海外旅行推進委員会
10月26日 スポーツ健康ツアー企画セミナー/九州支部
10月27日 東北研修/九州支部
10月28日～31日 総合・国内旅程管理研修（名古屋）／研修・試験委員会
10月30日 写真セミナー／海外旅行推進委員会
10月30日 ゴーヘイ！気仙沼セミナー／国内旅行推進委員会
11月6日 第8回LCCセミナー「LCCのメッセージ」／旅行業経営委員会
11月9日 環境保全活動（九州地区）／社会貢献委員会
11月16日 環境保全活動（中部地区）／社会貢献委員会
11月23日 「JATAの森」間伐実地活動／社会貢献委員会

●JATA業務予定表  10月10日（木）～11月30日（土）
※予定表は変わることがあります。詳しくはJATAホーム
ページ（会員限定ページ）をご覧ください。

本部・支部の委員会（予定）

2014年1月21日(火)～24日(金)に台湾3泊4日で実地研修を実施します。成田、名古屋、関空、福岡、沖縄発着の設定で、ご参加
いただきやすい内容としております。詳細は、下記ホームページにてご確認ください。

http://www.jata-net.or.jp/seminar/

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すで
に申し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）をご確認ください。

  総合旅程管理海外実地研修のお知らせ
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鶴
保
副
大
臣
と

久
保
長
官
が
会
場
を
視
察

　
「
J
A
T
A
旅
博
2
0
1
3
」初

日
の
9
月
12
日
に
は
、鶴
保
庸
介
国
土

交
通
副
大
臣
と
久
保
成
人
観
光
庁
長

官
が
会
場
の
ビッ
グ
サ
イ
ト
を
訪
れ
、

出
展
ブ
ー
ス
な
ど
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。1
5
4
カ
国・地
域
か
ら
7
3
0

企
業・団
体
が
出
展
し
た
会
場
で
は
、

3
つの
ホ
ー
ル
に
1
3
5
3
小
間
の
華

や
か
な
展
示
が
施
さ
れ
、副
大
臣
と

長
官
は
熱
心
に
様
々
な
ブ
ー
ス
を
ご
覧

に
な
り
ま
し
た
。

出展者と来場者が一体でグランドフィナーレ
　最終日の9月15日には、東6ホールでグランドフィナーレが行われ、
関係者や出展者、来場者が一体となって、「JATA旅博2013」の
成功を祝いました。「JATA旅博2014」は、来年9月25日から28日ま
での4日間にわたり、今年と同じ東京ビッグサイトで開催されます。

　
「
J
A
T
A
旅
博
2
0
1
3
」で

は
、プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
三
浦
雄一郎
さ

ん
が
9
月
14
日
に「
シ
ニ
ア
世
代
が
出

来
る
人
生
への
挑
戦
」、宇
宙
飛
行
士

の
毛
利
衛
さ
ん
が
9
月
15
日
に「
宇
宙

か
ら
俯
瞰
す
る
旅
」を
テ
ー
マ
に
特
別

講
演
を
行
い
、多
く
の
来
場
者
が
二
人

の
貴
重
な
体
験
に
基
づ
く
お
話
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

旅博市場では東北復興市もにぎやかに
　「JATA旅博2013」では、旅行ツアー商品を販売するコ
ーナーなどが設けられた旅博市場も2日間にわたって開催さ
れ、旅行会社15社が参加して、お得な旅行ツアーの予約・
販売を行いました。また、旅博で東北を支援しようと、東北復
興市も同時開催され、新しい旅やお土産など東北の魅力を
アピールしました。

内覧で会場を視察した鶴保副大臣（中央）と久保長官（左）壇上の出展者と関係者、フロアの来場者が一体となって盛り上がったグランドフィナーレ

出展者と歓談する久保長官

プロスキーヤーの三浦雄一郎さん

宇宙飛行士の毛利衛さん

東北復興市ではチャリティーオークションも開催

「全国旅のお土産市」では各地の名産品が並びました

地元の特選品を集めた「お土産市」の福島県ブース

多くの来場者で賑わう旅博市場の会場

旅行会社の説明会にも多くの来場者が集まりました

華やかな各国の民族衣装をまとった出展者らと
鶴保副大臣（左から2番目）



賑わい・彩り　旅博2013
過去最高の13万1000人が来場
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話題満載の旅博・フォトレポート

D
S
ブ
ー
ス
も
出
展
、

　
約
7
0
0
人
が

　
　
模
擬
試
験
を
体
験

　

J
A
T
A
は
、「
J
A
T
A
旅
博

2
0
1
3
」の一般
来
場
日
14
日
と
15

日
に
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ション・スペ
シ
ャ
リ

ス
ト（
D
S
）ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し

た
。

　

5
台
の
i
P
a
d
を
駆
使
し
て
、

22
講
座
ご
と
に
問
題
を
5
問
設
定

し
、行
っ
た
こ
と
の
あ
る
国
や
興
味
の

あ
る
国
を
選
ん
で
も
ら
い
、来
場
者
が

模
擬
試
験
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
二
日
間
で
7
0
0
人
近
い
来
場
者

が
挑
戦
し
、高
得
点
者
の
中
か
ら
抽
選

で
キ
ャ
リ
ー
バッグ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　9月12日から15日までの4日間にわたり、東京ビッグサイト東1・2・
3・6ホールで開催された「JATA旅博2013」には、昨年の12万
5989人を上回る13万1058人が来場し、過去最高を更新。当日
券売り場には長蛇の列ができ、各ホールとも連日、大勢の人出で
賑わいました。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ブ
ー
ス
数
が
大
幅
に
増
加

チ
ー
ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
効
果
が
牽
引

　
「
J
A
T
A
旅
博
2
0
1
3
」で
は
、チ
ー
ム
ヨ
ー
ロッパ
を
構

成
す
る
観
光
局
や
ツ
ア
ー
オ
ペレ
ー
タ
ー
、航
空
会
社
、鉄
道
会

社
な
ど
の
出
展
に
よ
り
、ヨ
ー
ロッパエ
リ
ア
の
ブ
ー
ス
数
が
大
幅

に
増
加
し
ま
し
た
。

　

華
や
か
に
彩
ら
れ
た
各
ブ
ー
ス
に
加
え
、展
示
会
場
内
に

設
け
ら
れ
た
ヨ
ー
ロッパ
ス
ク
エ
ア
で
も
、オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
お
け

る
ヨ
ー
ロッパ
の
魅
力
を
旅
行
会
社
や
観
光
局
が
紹
介
し
、そ

の
多
彩
な
奥
深
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。9
月
13
日
に
は〝
T
e
a
m 

E
U
R
O
P
E
レ
セ
プ
ション
〞も
開
催
さ
れ
、和
や
か
な
歓
談

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

観光局や航空会社など37の出展者がホストを務めた
レセプションには数多くの業界関係者が訪れました

オリジナル・グッズなどが当たる抽選も人気を
集めました

観光パンフレットに加えて、
民芸品なども並んだブース

若年から熟年まで幅広い層の
ヨーロッパファンが訪れました



◆24時間対応の緊急事故受付
　重大事故処理アドバイス及び人的支援
　を提供します
　①対策本部の設置 ⑤ご家族対応
　②事故情報の収集 ⑥マスコミ対応
　③専門家の派遣（国内）＊ ⑦保険金請求手続き
　④被災者の救援活動 ⑧関係官庁・諸機関と
 　の連携
　＊会員旅行会社から派遣要請を受けた場合

◆日ごろの準備が大事
　事故対応マニアル作成時の
　アドバイス

◆安い経費で大きな安心を

◆事故対応費用に関する経済的損失をカ
バーします

　①事故対応費用保険金（旅行会社自身の費用）
　　社員現地派遣費用、ランドオペレータ費用、
　　通信連絡費用、現地探索費用
　②救援者費用保険金
　　救援者現地派遣費用、傷者移送費用、
　　遺体移送費用、遺体処理費用
　③見舞費用保険金
　　弔慰金、見舞金
　④臨時費用保険金

◆JATA「旅行事故対策費用保険」がお得
です

◎JATA緊急事故支援システム：
　年会費 42,000
　（国内支援オプションサービス：
　年会費 21,000）
＊事故処理費用は、利用会員の負担となります。
そのために右のJATA「旅行事故対策費用保険」に加
入していただくか、預託金200万円をお預かりし、経
費に充当します。

◎スケールメリットの効いた割引率
　（36％割引）

＊海外用では「疾病危険等担保特約」をセットされると、
疾病・自殺行為、行方不明も対象となります。
＊オプションで、サービス保険（海外旅行保険）に加入が
可能です。

緊　急　重　大　事　故　発　生

《普段の備えが役立ちます》

JATA「緊急事故支援システム」 JATA「旅行事故対策費用保険」

例えば、企画旅行で海外で観光バスがトラックと衝突。ツアー客10名の内、
1名死亡、5名が重軽傷で病院に搬送された場合…

旅行会社は！！ 多額の費用の支払いが必要迅速な初動対応が大切

JATA会員企業向け有料サービスのご案内

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問い合わせ 株式会社ジャタ　TEL　03-3504-1751　　E-mail　mail@yu-jata.com


